
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福島県教育委員会「令和４年度 福島県小・中学校教育課程研究協議会資料」    

 

教科 体育 

主体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイント 

（１） 主体的な学びに向けて 

運動の楽しさや健康の意義等に気付き、運動や健康についての興味や関心を高め、課題の解決に向け

て自ら粘り強く取り組み、それを考察するとともに学習を振り返り、課題を修正したり新たな課題を設

定したりする。 

（２）対話的な学びに向けて 

運動や健康についての課題の解決に向けて、児童が他者（書物等を含む）との対話を通して、自己の

思考を広げたり深めたりする。（課題の解決を目指して、協働的な学習に取り組む。） 

（３）深い学びに向けて 

   （１）や（２）の学びの過程を通して、自己の運動や健康についての課題を見付け、解決に向けて試行

錯誤を重ねながら、思考を深め、よりよく解決する。 

（４）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進 

    以下の学習が展開される中で、着実な習得を促す学習が展開され、主体的・能動的な活用・探究の学

習を展開することができると考えられる。 

   〇 指導方法を工夫して必要な知識及び技能の習得を図る。 

   〇 子どもたちの思考を深めるために発言を促したり、気付いていない視点を提示したりする。 

   〇 学びに必要な指導の在り方を追究し、必要な学習環境を積極的に設定していく。 

教科 保健体育 

主体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイント 

 次の視点等を踏まえて授業改善を行うことにより、育成を目指す資質・能力を育んだり、体育や保健体育 

の見方・考え方を更に豊かなものにしたりすることにつなげることが大切である。 

（１）主体的な学びに向けて 

運動の楽しさや健康の意義等を発見し、運動や健康についての興味や関心を高め、課題の解決に向け

て粘り強く自ら取り組み、学習を振り返るとともにそれを考察し、課題を修正したり新たな課題を設定

したりする。 

（２） 対話的な学びに向けて 

運動や健康についての課題の解決に向けて、生徒が他者（書物等を含む）との対話を通して、自己の

思考を広げ深め、課題の解決を目指して学習に取り組む。 

（３）深い学びに向けて 

   習得・活用・探究という学びの過程を通して、自他の運動や健康についての課題を発見し、解決に向

けて試行錯誤を重ねながら、思考を深め、よりよく解決する。 

      ※ これら三つの学びの過程をそれぞれ独立して取り上げるのではなく、相互に関連を図り、保健体

育科で求められる学びを一層充実することが重要である。また、これら三つの学びの過程は、順序

性や階層性を示すものではないことにも留意する。 

（４）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進 

       ① 生徒の思考を深めるための発言を促したり、気付いていない視点を提示したりするなど、学びに

必要な指導の在り方を探究し、生徒の学習状況を捉えて指導を改善していく。 

     ② 指導事項の精選を図ったり、運動のポイントを明確にしたり、ＩＣＴを効果的に活用したりする

などして、体を動かす機会を適切に確保する。 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

本時のねらい 

学習指導要領における領域・内容 

授業者の支援 
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
※ブレインストーミング:ある課題について思いついた意見や考えを

多数出し合い、解決方法などを考えるグループ活動。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習者の視点 授業者の視点 授業デザイン例 

本時における「深い学び」を具現する仕掛けや発問 

「深い学び」を具現する授業デザイン例 保健体育 
 

中学校 〔第1学年〕保健分野 
（２） ア（エ） 精神と身体は、相互に影響を与え、関わっていること。欲求やストレスは、心身に影響を与えることがある

こと。また、心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処する必要があること。 

多数の意見や考えを出し合うブレインストーミングを行うことを通して、ストレスの対処方法について考えるとと
もに、事例をもとに適切なストレスの対処方法についてアドバイスすることができる。 
 

□ ストレスの対処方法について資料等を使って調べたことや自分が知っていることを、ブレインストーミングの手法を

使って生徒たちに話し合わせる。このことにより視覚で確認しながら話合いの内容を共有し、対処方法の幅を広げる。

さらに A さんの日記から問題点や A さんへのアドバイスを考えさせ、本時で学んだストレスに対する適切な対処の方

法をもとに、今後の実生活の中でもその時々に適した方法を選ぶことができるようにする。（視点I→視点⑬） 

 

 皆さんはストレスを感じたとき、日頃どのようなこ
とをして対処していますか。 

 過度のストレスは心身の健康を害してしまうことがあり
ます。ストレスを対処する方法について、資料を使って調
べたことや、自分が知っていることをブレインストーミン
グを行って出し合ってみましょう。 

 僕は、一人で

大声で歌うん

だ。すごくすっ

きりするよ。 僕は、この
前部活でレ
ギュラー外
されてさ。悔
しかったか
ら自主練し
たんだ。友達
も付き合っ
てくれたん
だ。 

視点⑬ 

 

視点I 

 うん、聞いても

らえるだけでもホ

ッとするよね。 

誰かに相談 

するといい方

法を教えても

らえるかもし

れないね。 

 それは、自分のプレー

を上達させて解決しよう

としたんだね。 

【資料に載っている対処の方法の例】 
自分一人で対処 友達や周囲の大人の手助けを受けて対処 

・原因を調べて解決しようとする。 

・今できることは何か、落ち着いて考
える。 

・「なんとかなる」と考え希望をもつ。 

・出来事の良い面を考える。 
・今はたいへんでも、これは自分に良
い経験だと思うようにする。 

・信頼できる人に解決方法を相談する。 

・関係する人たちと話し合い、問題を解決
しようとする。 

・問題を聞いてもらいながら、自分の考え

を整理する。 

  同じ部活動の
友達に話した
ら、気持ちを分
かってもらえて
安心すると思う
よ。 

Aさんの日記 

・６月２２日（月） 

部活動に入部し、練習を続けてきたが最近は思

うように上達せず、部活動が面白くない。やる気

が起きない。少しのことでむかついたり、イライ

ラしたりする。親とはすぐ口げんかになるけど一

人になると不安になり、落ち着かない。何か楽し

くできて面白いことはないか。 

・８月８日（土） 

  自分の部屋で過ごすことが多くなり、ネットで

対戦できるゲームをする時間が増えた。最近は、

チャットをして高校生と仲よくなり、連絡先を交

換して、直接会って一緒に遊ぶようになった。 

 たくさんのコントロールの方法を

知ることができましたね。これらの方

法を参考にしながら、この A さんの

問題点を見つけ、適切な対処方法につ

いてAさんにアドバイスしましょう。 

ここで、スクールカウンセラーにお話
を聞いてみましょう。そして、皆さんが
考えたアドバイスは適切か見直してみ
ましょう。 

 皆さんのアドバイスはうまくで
きましたか？・・・ 

※スクールカウンセラーの話を聞いて気付いたことを書き加える。 
部活動の仲間や先生に相談してみるといいよ。いい練習方法を教えてもらえたり、実は同じ悩みを持った人がいた

りするかもしれないよ。 
うまくいかないプレーを動画に撮ってもらって分析してみるのもいいよ。僕もそうやって自分のプレーを振り返る

ようにしてみたら、少しずつ先生から言われていることが分かるようになってきたよ。 
他の方法として、上手な人のプレーをよく観察してみるのもいいよ。・・・ 

指導主事による５分間授業動画 
https://youtu.be/WGLkFFs5-cE 


